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(57)【要約】
【課題】クランク角センサが内燃機関の振動によって振
動することや変形することを抑制でき、クランク角セン
サを内燃機関に安定して取付けることができるクランク
角センサの取付構造を提供すること。
【解決手段】クランク角センサ３６の取付構造において
、チェーンカバー１６の前面１６Ｆに、クランク角セン
サ３６が取付けられるボス部３７が設けられている。チ
ェーンカバー１６は、チェーンカバー１６の幅方向に延
びる底壁１６ｃと、底壁１６ｃの幅方向一端１６ｄから
上方に延びる右側壁１６ａとを有する。ボス部３７は、
チェーンカバー１６の下部の右下部１６ｂにおいて、右
側壁１６ａに位置する上端３７ａから底壁１６ｃまで延
び、かつ、延びる方向の下端３７ｂが底壁１６ｃの幅方
向一端１６ｄから底壁１６ｃの幅方向他端１６ｅ側に離
れている。
【選択図】図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　クランクシャフトを有するエンジン本体と、
　前記クランクシャフトの延びる方向の端部側の前記エンジン本体の側面に取付けられた
カバー部材と、
　前記カバー部材の外方に位置して前記クランクシャフトの端部に設けられ、外周部に複
数の歯を有するセンシングプレートとを備えた内燃機関に設けられ、
　前記センシングプレートの歯を検出することにより、前記内燃機関のクランク角を検出
するクランク角センサの取付構造であって、
　前記カバー部材の表面に、前記クランク角センサが取付けられるクランク角センサ取付
部が設けられており、
　前記カバー部材は、前記カバー部材の幅方向に延びる底壁と、前記底壁の幅方向一端か
ら上方に延びる側壁とを有し、
　前記クランク角センサ取付部は、前記カバー部材の表面の下部の隅部において、前記側
壁に位置する上端から前記底壁まで延び、かつ、延びる方向の下端が前記底壁の幅方向一
端から前記底壁の幅方向他端側に離れていることを特徴とするクランク角センサの取付構
造。
【請求項２】
　前記エンジン本体は、前記クランクシャフトを収容するシリンダブロックと、前記シリ
ンダブロックの下部に取付けられたオイルパンとを有し、
　前記カバー部材は、前記底壁の幅方向一端に設けられ、前記クランク角センサ取付部を
通る中心軸を有するボルトによって前記オイルパンに締結されるオイルパン締結用ボス部
を有し、
　前記クランク角センサの前記上端は、前記ボルトの中心軸に対して前記側壁側に位置し
、前記クランク角センサ取付部の前記下端は、前記ボルトの中心軸に対して前記側壁と反
対側に位置していることを特徴とする請求項１に記載のクランク角センサの取付構造。
【請求項３】
　前記ボルトを第１のボルトとした場合に、前記カバー部材は、前記側壁の下部に設けら
れ、前記クランクシャフトと平行な中心軸を有する第２のボルトによって前記シリンダブ
ロックに締結されるブロック締結用ボス部を有し、
　前記クランク角センサ取付部の前記上端は、前記第２のボルトの中心軸よりも上方に位
置し、前記クランク角センサ取付部の前記下端は、前記第２のボルトの中心軸よりも下方
に位置していることを特徴とする請求項１に記載のクランク角センサの取付構造。
【請求項４】
　前記エンジン本体に、前記クランクシャフトの動力によって駆動される補機が設けられ
ており、
　前記補機は、少なくとも前記オイルパンに設けられたオイルパン側補機取付用ボス部に
締結されており、
　前記オイルパン側補機取付用ボス部と前記オイルパン締結用ボス部とが前記クランクシ
ャフトの軸線方向に離れて設置されており、
　前記オイルパン側補機取付用ボス部は、前記ブロック締結用ボス部よりも下方に設置さ
れており、
　前記オイルパン側補機取付用ボス部からブロック締結用ボス部に向かってリブが延び、
前記オイルパン側補機取付用ボス部と前記底壁とが前記リブによって連結されていること
を特徴とする請求項２または請求項３に記載のクランク角センサの取付構造。
【請求項５】
　前記カバー部材にカバー側補機取付用ボス部が設けられており、
　前記補機は、前記補機から前記カバー側補機取付用ボス部に向かって突出し、前記カバ
ー側補機取付用ボス部に締結される上側ボス部と、前記上側ボス部よりも下方において前
記補機から前記オイルパン側補機取付用ボス部に向かって突出し、前記オイルパン側補機
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取付用ボス部に締結される下側ボス部とを有し、
　前記クランク角センサ取付部は、車両の上下方向において前記カバー側補機取付用ボス
部と前記オイルパン側補機取付用ボス部との間に設置されていることを特徴とする請求項
４に記載のクランク角センサの取付構造。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、クランク角センサの取付構造に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、エンジンのクランク角を検出するセンサをエンジンの前面に設けたクランク角セ
ンサの配設構造が知られている（特許文献１参照）。
【０００３】
　このクランク角センサの配設構造は、ポンププーリとチェーンカバーとの間にクランク
角センサが設けられており、クランク角センサは、エンジンの正面投影でポンププーリの
最外径内側に隠れるように配置されている。これにより、クランク角センサの検出部およ
びカプラ部への直接的な被水や飛び石を避けることができる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００８－１６９７３０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、このような従来のクランク角センサの配設構造にあっては、クランク角
センサがエンジンの正面投影でポンププーリの最外径内側に隠れるように配置されており
、チェーンカバーの剛性の弱い部位に設置されている。
【０００６】
　これにより、クランク角センサがエンジンの振動によって振動するおそれがある。この
ため、クランク角センサをエンジンに安定して取付けるには未だ改善の余地がある。
【０００７】
　本発明は、上記のような事情に着目してなされたものであり、クランク角センサが内燃
機関の振動によって振動することや変形することを抑制でき、クランク角センサを内燃機
関に安定して取付けることができるクランク角センサの取付構造を提供することを目的と
するものである。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明は、クランクシャフトを有するエンジン本体と、前記クランクシャフトの延びる
方向の端部側の前記エンジン本体の側面に取付けられたカバー部材と、前記カバー部材の
外方に位置して前記クランクシャフトの端部に設けられ、外周部に複数の歯を有するセン
シングプレートとを備えた内燃機関に設けられ、前記センシングプレートの歯を検出する
ことにより、前記内燃機関のクランク角を検出するクランク角センサの取付構造であって
、前記カバー部材の表面に、前記クランク角センサが取付けられるクランク角センサ取付
部が設けられており、前記カバー部材は、前記カバー部材の幅方向に延びる底壁と、前記
底壁の幅方向の一端から上方に延びる側壁とを有し、前記クランク角センサ取付部は、前
記カバー部材の表面の下部の隅部において、前記側壁に位置する上端から前記底壁まで延
び、かつ、延びる方向の下端が前記底壁の幅方向一端から前記底壁の幅方向他端側に離れ
ていることを特徴とする。
【発明の効果】
【０００９】
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　このように上記の本発明によれば、クランク角センサが内燃機関の振動によって振動す
ることや変形することを抑制でき、クランク角センサを内燃機関に安定して取付けること
ができる。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】図１は、本発明の一実施例に係るクランク角センサの取付構造を備えた車両の右
側面図である。
【図２】図２は、本発明の一実施例に係るクランク角センサの取付構造を備えたエンジン
の右側面図である。
【図３】図３は、本発明の一実施例に係るクランク角センサの取付構造を備えたエンジン
の正面図である。
【図４】図４は、本発明の一実施例に係るクランク角センサの取付構造において、エアコ
ンコンプレッサの周辺のエンジンの拡大正面図である。
【図５】図５は、本発明の一実施例に係るクランク角センサの取付構造において、クラン
ク角センサ取付部の周辺のエンジンの拡大右側面図である。
【図６】図６は、本発明の一実施例に係るクランク角センサの取付構造において、クラン
ク角センサ取付部の周辺のエンジンの拡大斜視図である。
【図７】図７は、本発明の一実施例に係るクランク角センサの取付構造において、クラン
ク角センサ取付部の周辺のエンジンの拡大正面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　本発明の一実施の形態に係るクランク角センサの取付構造は、クランクシャフトを有す
るエンジン本体と、クランクシャフトの延びる方向の端部側のエンジン本体の側面に取付
けられたカバー部材と、カバー部材の外方に位置してクランクシャフトの端部に設けられ
、外周部に複数の歯を有するセンシングプレートとを備えた内燃機関に設けられ、センシ
ングプレートの歯を検出することにより、内燃機関のクランク角を検出するクランク角セ
ンサの取付構造であって、カバー部材の表面に、クランク角センサが取付けられるクラン
ク角センサ取付部が設けられており、カバー部材は、カバー部材の幅方向に延びる底壁と
、底壁の幅方向の一端から上方に延びる側壁とを有し、クランク角センサ取付部は、カバ
ー部材の表面の下部の隅部において、側壁に位置する上端から底壁まで延び、かつ、延び
る方向の下端が底壁の幅方向一端から底壁の幅方向他端側に離れている。
　これにより、クランク角センサが内燃機関の振動によって振動することや変形すること
を抑制でき、クランク角センサを内燃機関に安定して取付けることができる。
【実施例】
【００１２】
　以下、本発明の一実施例に係るクランク角センサの取付構造について、図面を用いて説
明する。
　図１から図７は、本発明の一実施例に係るクランク角センサの取付構造を示す図である
。図１から図７において、上下前後左右方向は、車両の前進する方向を前、後退する方向
を後とした場合に、車両の幅方向が左右方向、車両の高さ方向が上下方向である。
【００１３】
　まず、構成を説明する。
　図１において、車両１は、車体部材２と、内燃機関としてのエンジン３とを備えている
。車体部材２は、バンパメンバ４と、バンパメンバ４に取付けられたフロントグリル５と
、バンパメンバ４の上方に設置され、複数のサイドブレース６（図示１つ）によってバン
パメンバ４に連結されたフードロックメンバ８とを有する。
【００１４】
　車体部材２の後方にはエンジンルーム９が形成されており、エンジン３は、エンジンル
ーム９に設置されている。フロントグリル５には開口部５Ａが形成されており、車両１の
走行時において、開口部５Ａを通してエンジンルーム９に走行風が取り入れられる。
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【００１５】
　図１、図２おいて、エンジン３は、シリンダブロック１１、シリンダヘッド１２、シリ
ンダヘッドカバー１３およびオイルパン１４を備えている。本実施例のシリンダブロック
１１、シリンダヘッド１２、シリンダヘッドカバー１３およびオイルパン１４は、エンジ
ン本体１５を構成する。
【００１６】
　シリンダブロック１１には図示しない複数の気筒が設けられている。気筒には図示しな
いピストンが収納されており、ピストンは、気筒に対して上下方向に往復運動する。
【００１７】
　ピストンは、図示しないコネクティングロッドを介してクランクシャフト１１Ｓ（図３
参照）に連結されており、ピストンの往復運動は、コネクティングロッドを介してクラン
クシャフト１１Ｓの回転運動に変換される。
【００１８】
　クランクシャフト１１Ｓは、前後方向に延びるようにシリンダブロック１１に設置され
ており、気筒は、前後方向に配列されている。これにより、本実施例のエンジン３は、縦
置きエンジンを構成している。図２、図５において、クランクシャフト１１Ｓの軸線を仮
想線で示す。
【００１９】
　図１、図２において、シリンダヘッド１２は、複数の吸気ポート１２Ａと、吸気ポート
１２Ａを開閉する図示しない複数の吸気バルブと、図示しない複数の排気ポートと、排気
ポートを開閉する図示しない複数の排気バルブとを備えている。
【００２０】
　シリンダヘッド１２とシリンダヘッドカバー１３との間には図示しない動弁室が形成さ
れており、動弁室にはそれぞれ図示しない吸気カムを有する吸気カムシャフトと、排気カ
ムを有する排気カムシャフトとが設置されている。
【００２１】
　吸気カムは、吸気カムシャフトの回転に伴って吸気バルブを駆動することにより、吸気
ポートを開閉する。排気カムは、排気カムシャフトの回転に伴って排気バルブを駆動する
ことにより、排気ポートを開閉する。
【００２２】
　クランクシャフト１１Ｓの延びる方向の前端部側であるシリンダブロック１１とシリン
ダヘッド１２の前面にはチェーンカバー１６が取付けられている。チェーンカバー１６は
、シリンダブロック１１およびシリンダヘッド１２の前面に設けられた図示しないタイミ
ングチェーンを前方から覆っている。
【００２３】
　チェーンカバー１６によって覆われるタイミングチェーンは、クランクシャフト１１Ｓ
と排気カムシャフトおよび吸気カムシャフトとを連結しており、タイミングチェーンは、
クランクシャフト１１Ｓの動力を排気カムシャフトおよび吸気カムシャフトに伝達する。
本実施例のチェーンカバー１６は、本発明のカバー部材を構成する。
【００２４】
　オイルパン１４にはクランクシャフト１１Ｓやピストン等の潤滑部位を潤滑するための
オイルが貯留されている。オイルパン１４に貯留されたオイルは、図示しないオイルポン
プによって吸引され、オイルフィルタ１７（図２参照）によって濾過された後、潤滑部位
に供給される。
【００２５】
　図３において、エンジン３の前面にはウォータポンププーリ２１、クランクプーリ２２
、ジェネレータプーリ２３、コンプレッサプーリ２４およびアイドラプーリ２５が回転自
在に設けられている。
【００２６】
　ウォータポンププーリ２１は、チェーンカバー１６に装着された図示しないウォータポ
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ンプの入力軸２１Ａに固定されており、ウォータポンププーリ２１は、入力軸２１Ａと共
に回転し、ウォータポンプに動力を伝達する。
【００２７】
　クランクプーリ２２は、クランクシャフト１１Ｓの前端部に固定されている。クランク
プーリ２２は、前側プーリ２２Ａと後側プーリ２２Ｂとが一体に設けられており、クラン
クシャフト１１Ｓと一体で右回りに回転する。
【００２８】
　ジェネレータプーリ２３は、シリンダブロック１１に装着されたジェネレータ２６の入
力軸２６Ａに固定されており、入力軸２６Ａと共に回転してジェネレータ２６に動力を伝
達する。ジェネレータ２６は、入力軸２６Ａに設けられた図示しないロータが回転するこ
とにより、電磁誘導作用により発電し、図示しないバッテリを充電する。
【００２９】
　コンプレッサプーリ２４は、シリンダブロック１１に取付けられたエアコンコンプレッ
サ２７の入力軸２７Ａに固定されており、入力軸２７Ａと共に回転してエアコンコンプレ
ッサ２７に動力を伝達する。
【００３０】
　アイドラプーリ２５は、チェーンカバー１６に回転自在に支持されている。本実施例の
エアコンコンプレッサ２７は、本発明の補機を構成する。
【００３１】
　ウォータポンププーリ２１、クランクプーリ２２の後側プーリ２２Ｂ、ジェネレータプ
ーリ２３およびアイドラプーリ２５には無端状のベルト２８Ａが巻き掛けられている。ベ
ルト２８Ａは、クランクシャフト１１Ｓの動力を前側プーリ２２Ａからウォータポンププ
ーリ２１およびジェネレータプーリ２３にそれぞれ伝達することにより、ウォータポンプ
およびジェネレータ２６を回転駆動する。
【００３２】
　クランクプーリ２２の前側プーリ２２Ａとコンプレッサプーリ２４とには無端状のベル
ト２８Ｂが巻き掛けられている。ベルト２８Ｂは、クランクシャフト１１Ｓの動力を後側
プーリ２２Ｂからコンプレッサプーリ２４に伝達することにより、エアコンコンプレッサ
２７を回転駆動する。本実施例のベルト２８Ｂは、本発明のベルトを構成する。
【００３３】
　アイドラプーリ２５は、ベルト２８Ａに一定の張力を付与するようにクランクプーリ２
２とジェネレータプーリ２３との間に設けられている。
【００３４】
　エアコンコンプレッサ２７は、クランクシャフト１１Ｓからベルト２８Ｂを介してエア
コンコンプレッサ２７に伝達される動力によって駆動され、冷媒を圧縮して高圧にする。
【００３５】
　図３、図４において、エアコンコンプレッサ２７には上側ボス部２７Ｂと上側ボス部２
７Ｂの下方に位置する下側ボス部２７Ｃと、上下方向において上側ボス部２７Ｂと下側ボ
ス部２７Ｃとの間に位置する中間ボス部２７Ｄとが設けられている。上側ボス部２７Ｂは
、エアコンコンプレッサ２７からチェーンカバー１６の右側壁１６ａに向かって突出して
いる。
【００３６】
　チェーンカバー１６の右側壁１６ａ側の前面１６Ｆにはボス部１６Ａが設けられており
（図５参照）、上側ボス部２７Ｂは、ボルト３４Ａによってボス部１６Ａに締結されてい
る。
【００３７】
　オイルパン１４の右側面１４ａにはボス部１４Ａが設けられており（図５参照）、下側
ボス部２７Ｃは、ボルト３４Ｂによってボス部１４Ａに締結されている。本実施例のオイ
ルパン１４の右側面１４ａは、本発明のオイルパンの車両の幅方向側面を構成する。
【００３８】
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　図２おいて、シリンダブロック１１の右側面１１ａにはボス部１１Ａが設けられており
、中間ボス部２７Ｄは、ボルト３４Ｃによってボス部に締結されている。
【００３９】
　本実施例のボス部１６Ａは、本発明のカバー側補機取付用ボス部を構成し、ボス部１４
Ａは、本発明のオイルパン側補機取付用ボス部を構成する。
【００４０】
　図４から図６において、クランクシャフト１１Ｓの前端部には円板状のセンシングプレ
ート３５が設けられている。センシングプレート３５は、クランクプーリ２２よりも後方
に設置されており、クランクシャフト１１Ｓと一体で回転する。
【００４１】
　センシングプレート３５の外周端には複数の歯３５Ａが設けられており、歯３５Ａは、
円周方向にわたって設けられている。
【００４２】
　エンジン３にはクランク角センサ３６設けられており、クランク角センサ３６は、回転
するセンシングプレート３５の歯３５Ａを検出する度にパルス信号を図示しないコントロ
ーラに出力する。コントローラは、クランク角センサ３６から出力されるパルス信号に基
づいてエンジン３のクランク角や回転速度を算出する。
【００４３】
　センシングプレート３５の外周部には歯３５Ａが形成されていない欠歯区間３５Ｂが形
成されており、クランク角センサ３６が欠歯区間３５Ｂを検出することにより、クランク
シャフト１１Ｓの基準位置を正確に検出できる。
【００４４】
　図４、図６において、クランク角センサ３６は、ボス部３７に取付けられている。ボス
部３７は、チェーンカバー１６の前面１６Ｆの右下部１６ｂに設けられている（図７参照
）。右下部１６ｂは、チェーンカバー１６の前面１６Ｆにおいて、右側で、かつ、下端の
隅に位置しており、本実施例の右下部１６ｂは、本発明の隅部を構成する。また、チェー
ンカバー１６の前面１６Ｆは、本発明のカバー部材の表面を構成している。
【００４５】
　図７において、チェーンカバー１６は、チェーンカバー１６の幅方向（車幅方向）に延
びる底壁１６ｃと、底壁１６ｃの幅方向一端１６ｄから上方に延びる右側壁１６ａとを有
する。
【００４６】
　ボス部３７は、チェーンカバー１６の右下部１６ｂにおいて、右側壁１６ａに位置する
上端３７ａから底壁１６ｃまで延びており、延びる方向の下端３７ｂが底壁１６ｃの幅方
向一端１６ｄから底壁１６ｃの幅方向他端１６ｅ（図３、図４参照）側に離れている。本
実施例の右側壁１６ａは、本発明のカバー部材の側壁を構成する。
【００４７】
　図４、図７において、チェーンカバー１６の右側壁１６ａの下部は、直線状に延びる直
線部１６ｓを有し、ボス部３７は、直線部１６ｓと平行な仮想平面４０に対して傾いてい
る。直線部１６ｓは、上下方向においてオイルパン１４から上側ボス部２７Ｂの範囲に形
成されている。
【００４８】
　図４において、クランク角センサ３６は、直線状の軸線３６ａを有するセンサ本体３６
Ａを有する。
【００４９】
　クランク角センサ３６は、センシングプレート３５に対向するようにセンサ本体３６Ａ
の軸線方向（軸線３６ａの方向）一端部に設けられた検出部３６Ｂを有し、検出部３６Ｂ
は、回転するセンシングプレート３５の歯３５Ａを検出する度にパルス信号を生成する。
【００５０】
　クランク角センサ３６は、センサ本体３６Ａの軸線方向他端部に設けられたカプラ３６
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Ｃを有し、カプラ３６Ｃには図示しない配線が電気的に接続されている。カプラ３６Ｃは
、検出部３６Ｂの信号を、配線を介してコントローラに出力する。
【００５１】
　センサ本体３６Ａには図示しない貫通孔を有するフランジ部３６ｂが設けられている。
図５において、ボス部３７には開口部３７Ａ、ボルト穴３７Ｂおよび取付面３７ｃが形成
されている。
【００５２】
　ボス部３７の取付面３７ｃは、直線部１６ｓと平行な仮想平面４０に対して所定角度θ
１だけ傾斜している。クランク角センサ３６は、センサ本体３６Ａがボス部３７の開口部
３７Ａに挿入されており、フランジ部３６ｂが取付面３７ｃに接触している。
【００５３】
　フランジ部３６ｂの貫通孔を通してボス部３７のボルト穴３７Ｂに図示しないボルトが
締結されている。これにより、クランク角センサ３６がボス部３７に固定されている。
【００５４】
　図３において、ボス部３７は、上下方向においてチェーンカバー１６のボス部１６Ａと
オイルパン１４のボス部１４Ａとの間に設置されており、クランク角センサ３６は、車幅
方向に対してエアコンコンプレッサ２７に対向している。
【００５５】
　図６において、チェーンカバー１６にはボス部１６Ｂが設けられており、ボス部１６Ｂ
は、チェーンカバー１６の底壁１６ｃの幅方向一端１６ｄに設けられている。上下方向に
おいてボス部１６Ｂに対向するオイルパン１４の上部にはボス部１４Ｂが設けられている
。
【００５６】
　オイルパン１４は、ボス部１４Ｂの下方からボス部１４Ｂを通してボス部１６Ｂにボル
ト３４Ｄを締結することにより、チェーンカバー１６に締結されている。ボルト３４Ｄは
、上下方向に延びてボス部３７を通る中心軸３４ｄを有する。本実施例のボス部１６Ｂは
、本発明のオイルパン締結用ボス部を構成する。
【００５７】
　チェーンカバー１６にはボス部１６Ｃが設けられており、ボス部１６Ｃは、チェーンカ
バー１６の右側壁１６ａに設けられている。前後方向においてボス部１６Ｃに対向するシ
リンダブロック１１の右側面にはボス部１１Ｂが設けられている。
【００５８】
　チェーンカバー１６は、前側からボス部１６Ｃを通してボス部１１Ｂにボルト３４Ｅを
締結することにより、シリンダブロック１１に締結されている。ボルト３４Ｅは、クラン
クシャフト１１Ｓと平行な中心軸３４ｅを有する。本実施例のボス部１６Ｃは、本発明の
ブロック締結用ボス部を構成する。
【００５９】
　図７において、ボス部３７の上端３７ａは、ボルト３４Ｄの中心軸３４ｄに対して右側
壁１６ａ側（右側）に位置しており、ボス部３７の下端３７ｂは、ボルト３４Ｄの中心軸
３４ｄに対して反対側（左側）であるクランクプーリ２２側に位置している。
【００６０】
　図５において、ボス部３７の上端３７ａは、ボルト３４Ｅの中心軸３４ｅよりも上方に
位置しており、ボス部３７の下端３７ｂは、ボルト３４Ｅの中心軸３４ｅよりも下方に位
置している。
【００６１】
　図５、図６において、ボス部１４Ａとボス部１６Ｂとは、クランクシャフト１１Ｓの軸
線方向に離れて設置されており、ボス部１４Ａは、ボス部１６Ｂよりも後方でかつ、ボス
部１６Ｃよりも下方に設置されている。
【００６２】
　ボス部１４Ａの上端にはリブ４１が連結されている。リブ４１は、ボス部１４Ａの上端
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からチェーンカバー１６のボス部１６Ｃに向かって延びており、ボス部１４Ａとチェーン
カバー１６の底壁１６ｃとを連結している。
【００６３】
　本実施例のボルト３４Ｄは、本発明のボルトおよび第１のボルトを構成し、ボルト３４
Ｅは、本発明の第２のボルトを構成する。
【００６４】
　本実施例のクランク角センサ３６の取付構造によれば、チェーンカバー１６の前面１６
Ｆに、クランク角センサ３６が取付けられるボス部３７が設けられている。チェーンカバ
ー１６は、チェーンカバー１６の幅方向に延びる底壁１６ｃと、底壁１６ｃの幅方向一端
１６ｄから上方に延びる右側壁１６ａとを有する。
【００６５】
　ボス部３７は、チェーンカバー１６の下部の右下部１６ｂにおいて、右側壁１６ａに位
置する上端３７ａから底壁１６ｃまで延び、かつ、延びる方向の下端３７ｂが底壁１６ｃ
の幅方向一端１６ｄから底壁１６ｃの幅方向他端１６ｅ側に離れている。
【００６６】
　チェーンカバー１６の右下部１６ｂは、右側壁１６ａと底壁１６ｃとが交わる屈曲形状
をしているので、チェーンカバー１６の中でも剛性が高い部位である。
【００６７】
　これにより、チェーンカバー１６の中でも剛性が高い右下部１６ｂにボス部３７を設置
することにより、ボス部３７の剛性を高くできる。このため、剛性の高いボス部３７にク
ランク角センサ３６を取付けることができ、エンジン３が振動をした場合にボス部３７が
振動することや変形することを抑制できる。
【００６８】
　したがって、エンジン３の振動によってクランク角センサ３６が振動することや変形す
ることを抑制でき、クランク角センサ３６をエンジン３に安定して取付けることができる
。
【００６９】
　また、ボス部３７の下端３７ｂを底壁１６ｃの幅方向一端１６ｄから底壁１６ｃの幅方
向他端１６ｅ側に離すことにより、ボス部３７を右側壁１６ａに対して傾けることができ
る。
【００７０】
　このため、エンジン３が振動した場合に、右側壁１６ａに沿った上下方向の振動や、底
壁１６ｃに沿った左右方向の振動に対してボス部３７の剛性を高くできる。したがって、
エンジン３の振動によってボス部３７が上下方向および左右方向に振動することや変形す
ることを抑制でき、クランク角センサ３６をエンジン３により一層安定して取付けること
ができる。この結果、エンジン３のクランク角の検出精度が悪化することを防止できる。
【００７１】
　また、本実施例のクランク角センサ３６の取付構造によれば、チェーンカバー１６は、
底壁１６ｃの幅方向一端１６ｄに設けられ、ボルト３４Ｄによってオイルパン１４に締結
されるボス部１６Ｂを有する。
【００７２】
　これに加えて、ボス部３７の上端３７ａは、ボルト３４Ｄの中心軸３４ｄに対して右側
壁１６ａ側に位置し、ボス部３７の下端３７ｂは、ボルト３４Ｄの中心軸３４ｄに対して
右側壁１６ａと反対側に位置している。
【００７３】
　これにより、ボス部１６Ｂおよびボルト３４Ｄによってチェーンカバー１６の底壁１６
ｃの剛性をより一層高くできる。このため、エンジン３が振動した場合に、底壁１６ｃに
沿った左右方向の振動に対してボス部３７の剛性をより一層高くできる。
【００７４】
　この結果、エンジン３の振動によってボス部３７が左右方向に振動することや変形する
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ことをより効果的に抑制でき、クランク角センサ３６をエンジン３により効果的に安定し
て取付けることができる。この結果、エンジン３のクランク角の検出精度が悪化すること
をより効果的に防止できる。
【００７５】
　また、本実施例のクランク角センサ３６の取付構造によれば、チェーンカバー１６は、
右側壁１６ａの下部に設けられ、ボルト３４Ｅによってシリンダブロック１１に締結され
るボス部１６Ｃを有する。
【００７６】
　これに加えて、ボス部３７の上端３７ａは、ボルト３４Ｅの中心軸３４ｅよりも上方に
位置し、ボス部３７の底壁１６ｃは、ボルト３４Ｅの中心軸３４ｅよりも下方に位置して
いる。
【００７７】
　これにより、ボス部１６Ｃおよびボルト３４Ｅによってチェーンカバー１６の右側壁１
６ａの剛性をより一層高くできる。このため、エンジン３が振動した場合に、右側壁１６
ａに沿った上下方向の振動に対してボス部３７の剛性をより一層高くできる。
【００７８】
　したがって、エンジン３の振動によってボス部３７が上下方向に振動することや変形す
ることをより効果的に抑制でき、クランク角センサ３６をエンジン３により一層安定して
取付けることができる。この結果、エンジン３のクランク角の検出精度が悪化することを
より効果的に防止できる。
【００７９】
　また、本実施例のクランク角センサ３６の取付構造によれば、エンジン本体１５に、ク
ランクシャフト１１Ｓの動力によって駆動されるエアコンコンプレッサ２７が設けられて
おり、エアコンコンプレッサ２７は、オイルパン１４に設けられたボス部１４Ｂに締結さ
れている。
【００８０】
　ボス部１４Ａとボス部１６Ｂとは、クランクシャフト１１Ｓの軸線方向に離れて設置さ
れており、ボス部１４Ａは、ボス部１６Ｃよりも下方に設置されている。これに加えて、
ボス部１４Ａからボス部１６Ｃに向かってリブ４１が延びており、ボス部１４Ａとチェー
ンカバー１６の底壁１６ｃとがリブ４１によって連結されている。
【００８１】
　これにより、剛性の高いボス部１４Ａと底壁１６ｃとをリブ４１によって連結すること
より、ボス部１４Ａの周辺のオイルパン１４の剛性をより一層高くでき、リブ４１とボス
部１６Ｃの周辺のチェーンカバー１６の右側壁１６ａおよび底壁１６ｃの剛性をより一層
高くできる。
【００８２】
　このため、右側壁１６ａから底壁１６ｃに延びるボス部３７の剛性をより効果的に高く
して、エンジン３の振動によってボス部３７が振動することや変形することをより効果的
に抑制できる。
【００８３】
　したがって、クランク角センサ３６をエンジン３により一層安定して取付けることがで
きる。この結果、エンジン３のクランク角の検出精度が悪化することをより効果的に防止
できる。
【００８４】
　また、本実施例のクランク角センサ３６の取付構造によれば、チェーンカバー１６にボ
ス部１６Ａが設けられている。
【００８５】
　エアコンコンプレッサ２７は、エアコンコンプレッサ２７からボス部１６Ａに向かって
突出し、ボス部１６Ａに締結される上側ボス部２７Ｂと、上側ボス部２７Ｂよりも下方に
おいてエアコンコンプレッサ２７からボス部１４Ａに向かって突出し、ボス部１４Ａに締
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【００８６】
　これに加えて、ボス部３７は、上下方向においてボス部１６Ａとボス部１４Ａとの間に
設置されている。
　これにより、オイルパン１４とチェーンカバー１６とを跨がるようにして、エアコンコ
ンプレッサ２７をオイルパン１４とチェーンカバー１６の右側壁１６ａに締結することが
できる。
【００８７】
　このため、ボス部３７の周辺においてオイルパン１４とチェーンカバー１６の右側壁１
６ａの剛性をより一層高くできる。すなわち、エアコンコンプレッサ２７によってオイル
パン１４とチェーンカバー１６の右側壁１６ａとを補強できる。
【００８８】
　このため、エンジン３が振動した場合に、ボス部３７の周辺において右側壁１６ａに沿
った上下方向の振動をより効果的に抑制でき、ボス部３７が上下方向に振動することや変
形することをより効果的に抑制できる。
【００８９】
　したがって、クランク角センサ３６をエンジン３により一層安定して取付けることがで
きる。この結果、エンジン３のクランク角の検出精度が悪化することをより効果的に防止
できる。
【００９０】
　本発明の実施例を開示したが、当業者によっては本発明の範囲を逸脱することなく変更
が加えられうることは明白である。すべてのこのような修正および等価物が次の請求項に
含まれることが意図されている。
【符号の説明】
【００９１】
　１...車両、３...エンジン（内燃機関）、１１...シリンダブロック、１１Ｓ...クラン
クシャフト、１４...オイルパン、１４Ａ　ボス部（オイルパン側補機取付用ボス部）、
１５...エンジン本体、１６...チェーンカバー（カバー部材）、１６Ａ...ボス部（カバ
ー側補機取付用ボス部）、１６Ｂ...ボス部（オイルパン締結用ボス部）、１６Ｃ...ボス
部（ブロック締結用ボス部）、１６Ｆ...前面（カバー部材の表面）、１６ａ...右側壁（
カバー部材の側壁）、１６ｂ...右下部（隅部）、１６ｃ...底壁（カバー部材の底壁）、
１６ｄ　...幅方向一端（底壁の幅方向一端）、１６ｅ...幅方向他端（底壁の幅方向他端
）、２７...エアコンコンプレッサ（補機）、２７Ｂ...上側ボス部、２７Ｃ...下側ボス
部、２８Ｂ...ベルト、３４Ｄ...ボルト（第１のボルト）、３４ｄ...中心軸（ボルトの
中心軸、第１のボルトの中心軸）、３４Ｅ...ボルト（第２のボルト）、３４ｅ...中心軸
（第２のボルトの中心軸）、３５...センシングプレート、３５Ａ...歯（センシングプレ
ートの歯）、３６...クランク角センサ、３７...ボス部（クランク角センサ取付部）、３
７ａ...上端（クランク角センサ取付部の上端）、３７ｂ...下端（クランク角センサ取付
部の下端）、４１...リブ
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